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論 文 内 容 の 要 旨

旧 的】

紐織 再生に用いられる動物 血清は,感 染性 因rの 混 入のリスクが 高い.人 に投 与された場 合,重 篤な感染症(例

えば,狂 牛病)を 引き起こす可能性があり,再 生医療における安全性が損なわれるという問題点が指摘されている

そこで,本 研究では,細 胞増殖 因子を含有する調製 自家血清(CytokineRichAutologousSerum,CRAS)

システムを導 人して軟骨細胞を培養し,新 生軟骨組 織の再生誘導における有用性を検討した.

【方法】

実験1:血 清 中細胞増殖 因子量(PDGFBB,TGF一 β,b-FGF)をELISA法 を川いて比較検討した.実 験2Gn

vitrostudy):イ ヌ耳介軟骨細 胞を培 養し,細 胞増殖能,細 胞形状および分子生物学 的に検討した.実 験3(in

vivostudy):イ ヌ耳介軟骨細 胞をヒト耳介形状を有する生分解性 ポリマーに播種 ・培養した.そ の後.ヌ ードマ

ウス皮 下に移植し,移 植後10週 および20週 目に再 生軟骨を採取し,組 織学 的および免疫組織 学的に検討した.

【結 果】

実験1よ り,TGF一 β量は,CRAS群 において有 意に高値を示した.ま た,b-FGF量 は,仔 牛胎児血清群にお

いて有意に高値を示したが,い ずれの群も,細 胞増殖 に有効な濃 度に達してはいなかった.実 験2よ り,仔 牛胎

児血1清群に比 較して,CRAS群 およびb-FGF添 加CRAS群 の細胞増殖能が高いことが判明した.ま た,ア グリ

カンおよびII型コラーゲン合成能は,b-FGF添 加CRAS群 において最も高い発現が認められた,実 験3よ り,い

ずれの群においても,耳 介の三次元形態は良好に維持されていた.ま た,軟 骨組織の基本構造(軟 骨,軟 骨 膜,

新生 血管)も 再生されていた.特 に,軟 骨再生は,b-FGF添 加CRAS群 において最も促進していた.

【結論】

軟骨 再生は,調 製自家血清 に含まれる細胞 増殖因 子とb-FGFの 両方の作用を受けた場合,最 も促進した軟骨

細胞 の増 殖 ・分化が認められた.ま た,本 法を用いた調製自家血清 は,仔 牛胎児 血L清の代用となり得ることが明

らかになった.
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